
 

       
 

冤罪・布川事件の国家賠償請求訴訟を支援する会 発行 

冤罪・布川国賠ニュース 

第４０号 2021.1.7 

新年あけましておめでとうございます 
 
警察検察の「嘘」を断罪し、 
検察の「証拠開示義務」を確定させる年に!! 

ご支援よろしくお願いします!! 

布川国賠控訴審が結審、6月 25日判決！ 

最終弁論では 
     検察・警察の「嘘」を鋭く告発し、 

裁判所の決断を迫る 
桜井陳述と弁護団陳述が共感を呼びました 
 
判決は 6月 25日午後 3時（101号法廷） 
終了後、日比谷図書文化館大ホールで報告集会 
            （次ページに詳細報告）   

★☆★東京高裁要請行動のお知らせ★☆★ 

判決の日が予想より延び、署名提出の要望も出ていることから、もう一度要請を

行います。ぜひご参加ください!! 

３月２６日(金)11:00～（※10 分前に高裁前に集合） 

高裁最後の要請となります。署名は早めにお送りください。 

 



 

 未曾有のコロナ禍に見舞われた一年の暮れ、寒

い晴れた日、桜井昌司さんの布川国賠控訴審最終

弁論が開かれました。 

この日支援する会では、国民救援会中央本部の協

力のもと、朝 9 時から裁判所前宣伝を行いました。

中澤宏事務局長の訴えを皮切りに、救援会、他の冤

罪事件の支援者、通りかけた谷萩陽一弁護団長もマ

イクで訴えました。いつものようにビラの受け取り

は必ずしも良くありませんでしたが、時々戻ったり

してわざわざ受け取りに来る方もいて、また支援者

のほかにもマスコミの方も来ていて、幅広く底堅い

関心を感じました。 

 10 時前には宣伝を終え、傍聴券の交付に並びまし

た。今回は傍聴券が 46 名分交付でした。並ぶ人が

ぼちぼち増えて、直前には 46 名に達しました。が

それより増えることはなく、ラッキーなことに並ん

だ全員が傍聴できることになりました。最善の結果

でした。 

法廷では、桜井さんと布川弁護団 11名が出席し、

国と県の代理人 14 名に対峙しました。傍聴人は特

別傍聴を含めると 49 名です。 

10 時 30 分、裁判官が入廷し、弁論が始まりまし

た。まず、この日提出扱いになる書面が確認され、

そのあと、桜井さんと弁護団長の意見陳述が始まり

ました。 

さきに谷萩陽一弁護団長がこれまでの主張をま

とめた意見陳述を行いました。検察官の証拠開示に

関する「嘘」等を指摘し、裁判所に対して「この違

法行為を正面から判断するよう」述べ、「桜井さんの

真摯な訴えと期待に正面から答え、刑事司法の誤り

を正し、被疑者・被告人の人権保障の未来を開く果

敢な判断を求める」と結びました。弁護団によると、

控訴審ではあらゆる面で地裁判決より良い判決が

得られることをめざして、地裁判決内容をさらに充

実させるような趣旨での書面を提出したとのこと

です。 

 続いて桜井さんが意見陳述を行いました。１年前

ステージ 4 の癌を宣告されても、冤罪体験後人間と

して嘘偽りなく、ゆるぎなく正義と真実を求めてき

たこれまでの人生に「満足」を感じたことを述べた

あと、長年にわたる警察、検察の「嘘」を鋭く告発

し、「公益の代表者」である検察官・警察官がこれで

よいのか問いました。裁判官に対しては、検察官の

言うなりの裁判官にも冤罪の責任があること、嘘を

語れば責任を免れないことを厳しく判断するよう

訴えました。傍聴者から共感の拍手が起こりました。 

検察・警察は「無反応」「無表情」でした。検察警

察は控訴した側であるにもかかわらず、とくに新た

な主張はなく、地裁からの従来の主張を繰り返した

だけのうえ、最終弁論でもなんの発言もありません。

自分たちがしてきたこと、やっていることのすべて

を理解しており、桜井さんの主張もよくわかってい

るうえでの「無反応」に見えました。 

裁判官は目をつぶったり宙を見ながら桜井さん

の主張にじっと耳を傾けていました。 

裁判長は「お時間をいただきたい」として、判決

を 6 月 25 日午後 3 時とすると述べました。 

 

報告集会は日比谷図書文化館地下大ホールで行

われ、70 名を超える支援者・記者が集まりました。 

桜井さん支援の集会らしく、ときとして笑いが起

こり、記者の質問に加えて、支援者の率直で自由な

質問や発言、ヤジもあり、最後は青木恵子さんや二

本松進さん冤罪犠牲者の連帯の発言もあって、和や

かに集会となりました。 

  

12月 15日(火) 

布川国賠控訴審最終弁論報告 

          



  

 布川事件と言う冤罪を背負わされてから、「今年

こそ！」という想いを、これまでに何度重ねたこと

でしょうか。今年も、また新たな今年こその想いで

す。 

  

冤罪体験者が求める法律改正を含めて、その動き

は、まだ十分ではありません。しかし、私が冤罪に

なった５０年前、そして仲間たちが冤罪となった３

０年前や２０年前に比較しますと、確実に状況は変

化しています。そして、今年こそ晴れて真実が明ら

かになるだろう袴田事件や大崎事件、名張事件の判

断が控えています。これらの事件が無罪だと判断さ

れたときには、なぜ冤罪が作られるのかを含めて、

必ずや司法の問題を社会に問いかけるに違いあり

ません。何も変わらない、変えようとしない警察と

検察の問題。何も反省しない裁判所の問題。そして、

法律を作る立法府の問題。それを許して来た国民の

問題。総てが光の下に曝されるだろうと思います。 

 そのときこそ、日本の司法を変える日になります。 

 今年は６月に判決です。その前に出版も控えてい

ます。私の成すべきことは、まだありますし、これ

からです。その日に備えて、私の成すべきことを成

すために、今年も全力で日々を過ごすだけ、そう思

っています。 

  

昨年は、皆さんにご心配頂いた癌との闘いの１年

でしたが、お陰様で順調に回復しています。ステー

ジ４だった直腸は、ほとんど出血が見られなくなり

ました。日増しに回復する感じで顔色の良さは変わ

らず、更に体重も増加して来ました。４６キロを切)

るかも知れないほどになった時期に較べまして、約

４キロは回復して５０キロ台になりました。体重の

増加こそ、確かな回復を示す証だろうと思います。 

 私が癌になりましたことで、実に多くの方が癌に

侵されていることも知りました。何かを体験するこ

とは、知り得なかったことを理解する機会のようで

す。自分自身の体験から癌を克服する手段を知って、

西洋医学の進歩があって癌の治癒率は向上してい

るものの、それだけが回復の手段ではないことも知

りました。 

 

 冤罪を克服して、今、癌も克服できる状況になっ

てみますと、私の人生は困難に出会うたびに、何か

が生まれてくることも実感します。テレビ東京番組

に始まり、朝日新聞の報道、今月はテレビ朝日の

abema-TV にも出演します。マガジンハウスから出

版される本も癌にならなければ書かなかったかも

知れません。自分の冤罪体験からの発言する機会が

増えれば増えるほど、冤罪防止の法律を作る力にな

ると思いますと、本当に癌になって良かったと思い

ます。 

 それでも動かない日本、それでも感じない日本国

民。そのような事態もあるかも知れませんが、わが

身に降りかかれば誰もが同じ。私が変わったように

社会は変わる、変えられると確信しています。 

  

今年も頑張ります。皆さん、宜しくお願い致します。 

                   

 

出版記念コンサート(仮称)のお知らせ 

      4 月 17 日（土）2:00～ 
      ALASKA ﾌﾟﾚｽｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 10 階(予定) 

4 月、桜井さんの本「俺の上には空がある広い
空が」がマガジンハウスから出版されます。
その出版記念のコンサートを田中泰子さんの
詩の朗読とコラボで行います。 

 

  

「今年こそ！」  

           桜井昌司 

◆12月 15日最終弁論で桜井さんが行った意見陳

述はこのニュースに同封いたします。 

弁護団の意見陳述はホームページでご覧になれま

す。 

◆支援する会総会での松江頼篤弁護士の弁護団報

告の動画もホームページでご覧になれます。 



、しょうとうし 

【東京高裁要請行動報告】 

12 月 11 日(金)東京高裁要請行動で支援する会は要請書を

提出しました。内容は次の通りです。 

 

「冤罪布川事件の国賠裁判について厳正な判断を要請し

ます 

私たち布川国賠を支援する会は冤罪をなくすために重

要だという立場から桜井昌司さんの国賠請求訴訟を支援

してきました。とくに証拠隠しについては重要な冤罪原因

の一つであり、全ての証拠が開示されることは真実を明ら

かにするために不可欠だと考え、全面証拠開示の要請を繰

り返し行ってきました。東京地裁が桜井さんの訴えに耳を

傾け検察官の証拠開示義務を正面から認めたことは当然

のこととはいえ、冤罪をなくすために高く評価できると考

えています。 

しかしながら、検察・警察はこの東京高裁での控訴審で

も、ごく一部の証拠を開示しただけでほとんどの証拠を開

示することを拒否しました。事件発生から半世紀もたち、

開示することの弊害が常識的に考えられないにもかかわ

らず証拠を隠して自らの責任を逃れることに終始してい

ます。 

布川事件でとくに指摘したい点は、布川事件が単に証拠

を開示されなかったゆえに不幸にも誤判という結果を招

いたというのではなく、警察検察が無実の証拠を隠すとと

もに、積極的に証言を捻じ曲げて、いわば証拠を捏造して

有罪とさせた点です。このような証拠の隠蔽捏造は一般人

であれば現在の刑法でも犯罪として扱われるべき種類の

できごとです。検察官が同様な行為をしたアメリカのテキ

サス州では、いわゆるモートン事件で 2013 年虚言により

無罪の証拠を隠した検察官の法曹資格をはく奪し刑事罰

を科しました。また同年モートン法という証拠開示法が制

定されています。 

貴裁判所におかれましては、公益の代表者である検察

官が証拠の捻じ曲げ、証拠隠しをしたために裁判所が真実

に近づけず誤判を招いた事実を重く受け止め、布川国賠事

件に厳正な判断をすることを強く要請します。」 

 署名のご協力ありがとうございます！ 

 署名数  総計４０３４筆！ 

（12月 15日現在 敬称略） 

東京都(9)、救援会愛知尾北支部(25)、救援会愛知県

本部(16)、救援会山口県本部(205)、救援会兵庫県本

部(21)、救援会呉支部(10)、救援会北九州総支部

(14)、神戸優香里(10)、救援会青森支部(15）、吉崎

光子(5)、救援会鹿児島県本部(5)、救援会愛知知多

中央支部(10)、救援会広島県本部(5)、救援会神奈川

県本部(148)、救援会会津支部(136)、救援会茨城県

本部(785) 

※3 月 26 日の要請行動で提出します。 

早めにお送りください！ 

※会費ｶﾝﾊﾟ納入用に赤い振込用紙を同封いたします。  
既に払込済の方はご容赦ください。 

 

行動経過――――――――― 

 

11 月 22 日(日)14:00～ 

布川国賠を支援する会総会 

（日比谷図書文化館 4F 小ホール） 

12 月 11 日(金)11:00～東京高裁要請行動 

12 月 15 日(火)10:30～ 

  東京高裁布川国賠裁判最終弁論 101 号法廷 

 報告集会 日比谷図書文化館地下大ホール 

  

 

当面の行動予定――――――――― 

  

3 月 26 日(金)11:00～東京高裁要請行動 

 4 月 17 日(土)14:00～出版記念「朗読とコンサート」 

（予定。仮題） 

6 月 25 日(金)15:00～判決 (101 号法廷） 

      終了後～報告集会 

（日比谷図書文化館地下大ホール） 
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